
平成23年度事務事業評価表（平成22年度振り返り）

政策名

所管課係名

事業費
（実績額）

人件費
（理論値）

トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

114,000 4 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

（ 人 ） （ t ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 114,606 3 100

上乗 □ （ 人 ） （ t ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 114,418 4 100

□ （ 人 ） （ t ） （ ％ ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

114,000 110,000 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

（ 人 ） （ 人 ） （ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 114,606 110,000

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 114,418 110,000

□ （ 人 ） （ 人 ） （ ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

114,000 110,000 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

（ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 114,000 110,000

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 113,000 110,000

□ （ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

201,000 3,309 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 201,000 3,530 100

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 201,000 3,270 100

□ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）その他（　　　　　　　　　　　　　）

説明欄：
行財政改革アクション
プラン（補助金等の適
正化）→事業内容、決
算等の検証

説明欄：
行財政改革アクション
プラン（補助金等の適
正化）→事業内容、決
算等の検証

説明欄：
行財政改革アクション
プラン（補助金等の適
正化）→事業内容、決
算等の検証

説明欄：

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

事業
形態

直営（委託無）

一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

市全額

2,185

意図

214 1,975 2,189

参 加 し て よ
かったと思っ
た人の割合

市全額

188

市独自上乗せ（上乗・横出）

2,374 2,562

東久留米七福神めぐ
り支援事業

手段
・

内容

西武鉄道主催による年1回開催される
「東久留米七福神めぐり」を市が後
援し、実行委員会を支援することに
より開催する。

170 2,015

2,796

18-02-04

産業振興課 対象
市内外住民、市内商工業者、市内農
業者

近隣市民、市
内農商業者

参加者数（近隣
市民＋市内農商
業者）

市内の観光資源（七副神、河川等）
を活用したイベントの実施ににより
集客をはかり、市内特産品の販路拡
大をねらう。

全額補助 一部補助有

2,869

意図
祭りを通して、市民に市内の商工業
をＰＲし、各種イベント等により市
民老若男女に楽しんでもらう。 1,832 950 2,782

市外から訪れ
た人の数

会場に訪れた人
数

1,836 960

1,891 978

義務的 努力義務的

全額補助18-02-03

産業振興課 対象 商工業者、市民

市民

市民みんなのまつり
（商工祭）事業

手段
・

内容

市が後援し、ＪＡと商工会が隔年で
実施する市民祭りへの補助

根拠
法令
等

自主的

4,766

参加者

1,800 2,972 4,772

市民みんなのまつり
（農業祭）事業

手段
・

内容

市が後援し、ＪＡと商工会が隔年で
実施する市民祭りへの補助

1,800 3,027 4,827

意図

市の農産物を広く紹介する同時に、
市民との交流を持つことにより、都
市農業の必要性・重要性を理解して
もらう 1,800 2,966

意図

1,000 3,174 4,174

柳久保小麦の
生産高

18-02-02

産業振興課 対象 農業者・市民

人口

1,000

市独自上乗せ（上乗・横出）

3,180 4,180

農畜産物ブランド化
支援事業

手段
・

内容
東久留米柳久保小麦の会への補助

1,000 3,239 4,239

18-02-01

産業振興課 対象 市民

人口
柳久保小麦の生
産高

市の特産品「柳久保小麦」の生産を
支援し、種の保存に寄与する。

全額補助 一部補助有

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

地域資源の発掘、有効活用

事務事業全体 一般財源分

事務事業
番号

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

説明欄：
市民祭りとして定着し、市内最大のイベン
トになっている。年々事業規模が大きく
なっていることに伴い、来場者が増加して
おり、事業運営スタッフや会場警備スタッ
フを増員して対応している。事業規模が大
きくなればそれに伴う経費は増加傾向にな
るが、ボランティアの活用や効率的な運営
により人件費や事業費の縮小に努めてい
く。

1,800

1,800

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

1,836
説明欄：
市民みんなのまつり（農業祭）事業と同日
開催している市内最大のイベントになって
いる。年々事業規模が大きくなっているこ
とに伴い、来場者が増加しており、事業運
営スタッフや会場警備スタッフを増員して
対応している。事業規模が大きくなればそ
れに伴う経費は増加傾向になるが、ボラン
ティアの活用や効率的な運営により人件費
や事業費の縮小に努めていく。

所管課長 産業振興課　 道辻　正信

1,800
説明欄：
市民祭りとして定着し、市内最大のイベン
トになっている。年々事業規模が大きく
なっていることに伴い、来場者が増加して
おり、事業運営スタッフや会場警備スタッ
フを増員して対応している。事業規模が大
きくなればそれに伴う経費は増加傾向にな
るが、ボランティアの活用や効率的な運営
により人件費や事業費の縮小に努めてい
く。

所管課長 産業振興課　 道辻　正信

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

説明欄：
平成２２年度より新たに実行委員会形式に
よる開催へ方向性をシフトしたところ、多
くの協力団体、協賛団体、市民の参加が見
られ、イベントに参加した方からのアン
ケートからも「良くなった」との評価が得
られている。引き続き改善していく。

170

214

説明欄：
市民みんなのまつり（農業祭）事業と同日
開催している市内最大のイベントになって
いる。年々事業規模が大きくなっているこ
とに伴い、来場者が増加しており、事業運
営スタッフや会場警備スタッフを増員して
対応している。事業規模が大きくなればそ
れに伴う経費は増加傾向になるが、ボラン
ティアの活用や効率的な運営により人件費
や事業費の縮小に努めていく。

1,891

1,832

説明欄：
平成２２年度より新たに実行委員会形式に
よる開催へ方向性をシフトしたところ、多
くの協力団体、協賛団体、市民の参加が見
られ、イベントに参加した方からのアン
ケートからも「良くなった」との評価が得
られている。引き続き改善していく。

所管課長

188

産業振興課　 道辻　正信

現状維持24年度以降に向けた方向性： 現状維持

1,000

18-02

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

1,000

説明欄：
柳久保小麦を中心とした農産物のブランド
化を進めるためには、安定的な生産体制と
生産量の確保が必要となる。今までの活動
により生産量が増えてきている反面、人手
不足などの状況が続いおり、行政の支援が
欠かせないのが現実である。

所管課長 産業振興課　 道辻　正信

説明欄：
柳久保小麦を中心とした農産物のブランド
化を進めるためには、安定的な生産体制と
生産量の確保が必要となる。今までの活動
により生産量が増えてきている反面、人手
不足などの状況が続いている。行政の支援
が欠かせないのが現実である。

1,000

説明欄：
24年度以降に向けた方向性：

全庁評価会議
（24年度に向けた

方向性等）

豊かな出合いでにぎわうまち 施策番号・名 18 地域産業の振興 基本事業番号・名

事務事業名

指標 指標 指標

東久留米市



平成23年度事務事業評価表（平成22年度振り返り）

政策名

所管課係名

事業費
（実績額）

人件費
（理論値）

トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態) 事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

地域資源の発掘、有効活用

事務事業全体 一般財源分

事務事業
番号

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

18-02

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源 全庁評価会議
（24年度に向けた

方向性等）

豊かな出合いでにぎわうまち 施策番号・名 18 地域産業の振興 基本事業番号・名

事務事業名

指標 指標 指標

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

0 必要性 3 有効性 3 達成度 1 効率性 1 必要性 3 有効性 3 達成度 1 効率性 1

（ ） （ 回 ） （ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 2

上乗 □ （ ） （ 回 ） （ ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金

□ （ ） （ 回 ） （ ）

市独自上乗せ（上乗・横出）

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的
説明欄：

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

0

0 198 198

地域ブランド登録事
業

手段
・

内容

「柳久保小麦」の地域団体商標登録
申請

86 202 288

意図

18-02-05

産業振興課 対象 農作物「柳久保小麦」

柳久保小麦の関
係者会議開催回
数

地域ブランドとしての地域を確立
し、そのブランド保護ならびに付加
価値を高める。

全額補助 一部補助有 市全額

24年度以降に向けた方向性： その他
説明欄：

24年度以降に向けた方向性：

0
説明欄：
現在検討中であり、今後は地域ブランドと
していかに活用していくかを検討し、シ
ティセールスに繋げていく。

所管課長

説明欄：
現在検討中であり、今後は地域ブランドと
していかに活用していくかを検討し、シ
ティセールスに繋げていく。

86

その他

産業振興課　 道辻　正信

東久留米市


